
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二学期の終業式を迎え、子どもたち一人一人の成長を改めて感じています。 

二学期は、修学旅行や文化発表会、新人戦、駅伝大会、生徒会活動など、たくさんの行事がありました。どの場面でも、

生徒たちは仲間と協力し、挑戦し、やり切る姿を見せてくれました。うまくいったことだけでなく、思うようにいかなかっ

た経験も、次につながる大切な学びです。 

また、日々の学校生活の中で、あいさつや掃除、授業への向き合い方など、小さな場面での前向きな変化もたくさん見ら

れました。一人一人の積み重ねが、学校全体の雰囲気を少しずつ良い方向へ動かしてくれていると感じています。 

二学期を無事に終業式の日まで迎えることができたのは、保護者の皆様、そして地域の皆様の温かいご理解とご協力の

おかげです。日頃からの見守りや励まし、行事や活動へのご支援に、心より感謝申し上げます。 

いよいよ三学期は、一年のまとめと次のステージへの準備の時期です。二学期に積み重ねてきた経験を自信に変え、それ

ぞれが「次の一歩」を踏み出してくれることを期待しています。今後とも、大和中学校の教育活動へのご理解とご支援を、

どうぞよろしくお願いいたします。 

学校目標：～夢や目標をもち、思いやりの心とチャレンジ精神に満ちあふれた生徒の育成～ 
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今後、学校Webや学校だよりでの画像などの掲載で、都合が悪いことがありましたら本校教頭までお電話ください。 

佐賀市では、上記期間を年末年始の休日として、学校に職員は不在となります。保護

者の皆様のご理解のほどよろしくお願いいたします。万が一命に関わるような事案に遭

遇した場合は、右記までご連絡をお願いします。また、何か心配事等がある場合は、一

人で抱え込まず周囲の大人（家族や先生など）に相談するようお声かけください。相談

しにくい場合は、裏面に記載の相談窓口を利用することもできます。（仕事始め1/5） 

 二学期を振り返って 〜次の一歩へ〜 

 アンサンブルコンテスト「金賞」受賞 

12 月 20 日（土）、佐賀市文化会館大ホールで行われた第 51 回佐賀県吹奏楽アン

サンブルコンテストに、本校吹奏楽部が「管打楽器8重奏」で出演しました。インフル

エンザによる学級閉鎖の影響で、なかなか全員がそろわない厳しい状況の中でしたが、

限られた時間を大切にしながら練習を重ねてきました。本番では息の合った演奏を披露

し、見事金賞を受賞しました。仲間を信じ、最後までやり抜いた姿が光る演奏でした。 

 年末年始の休日：１２月２７日（土）～１月４日（日） 
【緊急連絡先】 

佐賀市代表電話(市役所守衛室) 

０９５２―２４―３１５１ 

※ 事故等で緊急連絡を要する

場合のみですので、よろしくお願

いいたします。 

「終業式での話」 
○二学期の振り返り 
一年で最も長い二学期が終わりました。修学旅行、新人戦、文化発表会、合唱コンクール、生徒会選挙など、多くの行

事がありました。本番は一瞬でも、その裏には準備や練習、意見の調整など「目に見えない時間」がありました。その中
で、皆さんは「どうすればよいか」を自分で考え、迷いながらも一歩ずつ進んできました。この経験こそが二学期の大き
な成長です。経験は振り返ることで力になります。「なぜうまくいったのか」「次はどうしたいか」と問いかける力は、進
路を切り拓く武器になります。ぜひ、この二学期を振り返り、自分なりの「次の一歩」を見つけてください。 
○各学年へのメッセージ 
1年生：中学校生活に慣れましたね。三学期は「言われるのを待つ」ではなく、自分から動く場面を増やしましょう。 
2年生：学校の中心として頼もしくなりました。その経験を自信に変え、最高学年になる準備を始めましょう。 
3年生：進路を意識し、努力を積み重ねてきました。この冬休みは大切な時間です。自分を信じて進路実現に向けて進んで

ください。 
○冬休みの宿題 
「一年の計は元旦にあり」という言葉があります。この休み中に「来年はこんな自 

分になりたい」「これだけは大切にしたい」という目標を一つ決めてください。三学期 
の始業式、その決意を胸に秘めた皆さんの顔が見られることを、楽しみにしています。 
○安全について 
最も大切なのは「自分の命と時間を大切にすること」です。交通事故や SNSのトラ 

ブルなど、「これくらいなら大丈夫」という気持ちが取り返しのつかないことにつなが 
ります。自分を守る行動を忘れないでください。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


